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亜アメリカGI;社からガスタービン6台受注

ヨ立聾法作所ては,丁メつノカGE社としつ共同製作協定に壬iヒづき,う

′ユタⅥビンの聾引乍を行なっているが,今回,GE杜からアメリ士ヨ

｢三っ電力会社｢こ川-として出力17,0001くWパットーソガスタービン6

台な受注した｡

二三tら6台のガスタービンニエ,1969年冬-i抑ご-フニiづよび197(二)年

貢期ピークのノ主E力需要に対処するために発注さ九たもレつであるこ 6

台のうち4子｢は,特にピーク′起力J〕二たきい電力会社に納入される子

竜であL),/いフープロック発電所と呼こごれ4÷トつガスタービンな1

個所にとりまと～ちて設置し,鞍中制御を行なえるようになっている｡

口立替引1二所でこよ,すてこGE吐から17,000lくW純ガスタービン12

台(アメリカシカゴのコモンウェルズ電力会社向けその他)を受注

し,うち9子｢を1967年末から出荷している｡ニれらはいずれも順

言郡こ稼働中であり,日立製作所の技術が高く評価され,今回の大量

受注になったもので,今後ともロ立製作所とGE社との国際分業ユこ

緊密化され,継続さjtるものと考えられる｡
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図1 コモンウェルズ電力会社向
17,000kW/くッケージガスタービン

な払 日立製作所では今回までに受注したガスタービンの合計は

国内を含め24台となる｡,

t西パキスタン･コランギ発電所納

125,000kW蒸気タービンおよび発電機完成

日立聾引′F所では,パキスタン･カラチ電力局コランギ発電所向

125,000kW蒸気タービンおよび160,000kVAクーピソ発電機を完

或,7月末船枝みした｡木枕は西パキスタン･カラチの西南9マイ

′レの地点にあるコランギ発電所第3号椀として納められるもので,

すでに1,2号機は,アメリカGE製66,000kWタービンおよび発

電依2台が運転にはいっている｡

また目立蒸気タービンおよび発電機の輸出単械容量としては,今

までの記録品であるマニラ･テーゲソ発電所納100,000kWを上

回る125,000kWで,R本より輸出さカtた火力擬器としては最大容

量のものである｡日立製作軒では即引こおいてこのクラスの火力発

電機器の数多くの実績を持っておiノ).その技術の優秀さが認められ

受注したものであり,工場完成まて､12･5個月という短期間で工場

祖二i〕二を終え,出荷された二.

本タービンは再熱串形復流式蒸気ノダ山ビンて最終段に23インチ

巽を任用し,定格Ll__けプは125,000kW,蒸気旺力127kg′′cm2g,蒸気

済

温度538/′538℃,回転数3,000rpmで運転されるが,設計上高性能

を得べく,最新の設計を取り入れ,かつ保守点検を容易にするため,

第2軸受内蔵形として,車重を分解することなく,すべての軸受け

㌻さ二組立･分解できるよう設計したものである｡

発電楼は水素冷却形で,容量160,000kVA,電圧18kV,水素圧

力30psigであり,励磁方式として交流励磁楔(コミニテ一夕レス励

磁方式)を採用し保守点検を容易にした｡なお,発電機は水素圧力

45psigでも運転可能な構造にしてあり,また,4台の水素冷却器

のうち1台停止しても,全負荷運転ができるよう設計さjtてあり,

運転に柔軟性を持たせる設計とした｡

特に交流励磁椀は今経世界的に要請される方式であり,その基樅

を築いたものである｡
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■大容量可撫式の排水ポンプ開発

日立製作所でほ･建設省の指導のもとi･こ,工事用兼災割寺緊急排

水用ポンプとして大容量可搬式の排水ポンプを開発し,建設省関東

地方建設局へ4台,建設省近畿地方建設局へ2台納入した｡さる

7月19日建設省東京技術事務所の関係者により,渡良瀬遊水池にお

いて,据札試運転が行なわれ所期の成果をあシザることができた｡

HPT-30形ポータブルポンプほ,枚動性にすぐれた大形ポータブ

ルポンプで･災害時の緊急排水用として,また農業用揚排水ポンプ,

土木工事用ポンプとして適する.っ

ポンプおよびディーゼルエソジソほ,セミトレーラに積載され,

トラックトラクタにけん引され,現場に急行できる｡トレーラは運

輪省令道路運送車両法に準拠して製rFされ,災害時広範囲の救援出

動が行なえるなど横動性に富んでいる0また,ポンプほ両吸込うず

巻ポンプで,排水量30m3/min,全揚程14m,150PSディーゼル

エンジン駆動できわめて高性能であり,このポンプを10台約14時

間運転したときの排水量は丸ビル(260,000m3)の容掛こ相当する｡

図4 渡良瀬遊水池において試運転中の

HPT-30形ポータブルボンフ

ポンプの吸込管は口径350mm管2本で,配管の据付作業が容易

であり,排水現場の立地条件により,トレ【ラの左右いずれからノブ

吸込,吐出が可能な構造である｡

■CBパックモートルを製品化

日立製作所では,このほど電磁クラッチ,電磁ブレーキおよびモ

‾トルをまとめて一体とした｢CBパックモートル+(商品名)の製

品化に成功し,発売を開始した｡

日立製作所ではすでにCD形電磁クラッチ,ND形電磁ブレーキ

単体で製作し多くの実絞を有しており,これらの応用製品として,

各機器の特長を生かしモートルを連続運転したままで負荷を高ひん

度に起動･停止することができる｢CBパックモートル+を製品化

したものである｡最近,各種産業棟械の制御横構としてクラッチお

よびブレーキの需要が伸長しているが,｢CBパックモートル+の今

後の伸びが大いに期待されている｡

このはど製品化した機種は0.2～1.5kW4極(4機種),0.4～0.75

kW6極(2機種)の計6機種である｡

特長としは駆動側(モートル)を回転させたままで,クラッチまた

ほブレーキを励磁することにより負荷を高ひん度で起動･停止する

ことができる｡したがって負荷放伐の作業時間を短縮し高能率化が

可能となる｡クラッチとブレーキの印加電圧を調整するだけで緩急

自由自在の起動停止ができる｡クラッチとブレーキさらにモートル

図5 CB′くック

モート ル

を一体としてコンパクトにまとめてあり,取付け場所が少なくてす

む｡また閉鎖構造なので,油,水,じんあいなどから保護できる｡枚械

側に組み込む際のめんどうなクラッチやブレーキの心出し作業の手

間を省き,ベルトやカップリングなどで連結するだけで容易に取り

付けられる｡摩擦面の摩耗にもかかわらず,一定の空げきを保つ自

動間げき調整装置がついているので取付け後の調整は不要である｡

おもな用途としては,高ひん度に起動停止を行なう自動梱包機械･

製袋放伐･木工棟械･間欠送り用のコンペヤ･切断機械･位置決め

や割り出しをするような印刷機械･木工較械･工作機械･切断機械

などのほかに各種の起動停止を必要とする巻線機･紡績機械などに

最適である｡

■ボリビア国鉄納ディーゼル機関車完成

日立製作所では,このほどボリビア国鉄納55t液体式ディーゼル

機関車(HGA-55BB形)5両を完成した｡

この検閲車は,京都線において客貨車けん引に使用するもので,

コロソパ←→サンタクルスーーヤクイバ間で運行する｡エンジン

は,日立製作所笠戸工場製のHITACHトM.A.N.,R6V18/21TL

形を使用,R6V18/21シリーズものとしては初のイソクークーラ

付きである｡

現地は,高地でかなりのこう配線が続くので,性能にはじゅうぶ

んな考慮をはらい,こう配線区運転でのブレーキカ増大のため,自

動貫通ブレーキのほかに列車用直通ブレーキを備えている｡また,

保安装置としてデッド々ソ装置や緊急連絡用の携帯電話棲も備えて

いる｡

礎

図6 55t液体式ディーゼル機関車

おもな仕様は形式:HGA-55BB形,中央運転室,エソジン:

HITACHトM･A.N.,R6V18/21TL625PSx2台,トルクコソバ

ーク:ニイガタDBS138×2台,車体寸法:12,鮒0×2,鮨0×3,内O

mm(長さ×幅×高さ),軌間:1,000mmである｡
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1日立超高速脱水洗濯墳"青空”を新発売

戦後,女性の体位向上はめぎましく,厚生省の統計によると昭和

30年から40年までの10年間に,その身長は3･5cm伸びている｡

洗濯機は今まで操作面の高さがほとんど変わらず,実情とだんだん

合わなくなってきたっこれを一挙に解決したのがこの"青空”であ

る｡全面の高さがJIS規格の80cmと従来の洗濯楼に比べて3～

4cm高く,楽な姿勢で洗たくができる｡さらに初めて高脚式を採

用,｢ケコミ+がついて使いやすく,疲労感のない洗濯枚が誕生し

た｡このように人間工学の徹底した追求より生れたスタイルは流れ

るようなスカイカーブの操作面とともに,今後の洗濯機界をリード

するにふさわしいものである｡

洗たくは,女性のおしゃれ着から子供のドロソコ着までなんでも

洗える万能水流で,繊維に合わせ4とおりの水流がプッシュボタン

ーつで自由自在に選べる｡

すすぎは,水のむだを徹底的になくした節水設計で,洗たく物が

少ない場合(1kg以下)には低い水位で洗たく,すすぎができる新

しい機構｡すすぎが完了したときに水の流し放しを防ぐ節水ブザー

付きとともに,従来の洗たくに比べると1個月に約5,500Jの水の

節約が可能である｡

脱水は,超高速｢官喜両‾画転｢脱水で｢脱水というよりはカラリ乾

燥の感じ+といえるはどの驚異の脱水力である｡毛布も絞れる大形

脱水槽,三重防振機構と日

立技術の真価を発揮してい

る｡

排水は,大口径(内径25

mm)のホースでスピード

排水｡排水方向は360度で

どこにでもでき,置き場所

の悩みを解決した｡

もちろん,さびに対して

は万全の処置を施してお

り,高級ステンレス,プラ

スチックをふんだんに利用

し,外装部分も特殊アクリ

ル塗装でさびをシャットア

ウトした｡

おもな仕様は形式名:

PS-750,愛称:超高速｢青

空+,洗たく方式:強弱自動 因7 目立超高速脱水洗濯横"青空”

反転渦巻式,洗たく脱水容

量:2kg(乾燥布重量),外形寸法:68.5(幅)×38･5(奥行)×89･5(高

さ)cmである｡

師格は,現金正価 36,700円である｡

■ 日立キドカラーテレビ10機種をいっせい発売

日立製作所では,8月21日から日立キドカラーテレビ10機種を

いっせいに新発売した｡

10機種の内容は,19形超豪華コンソール4枚種,19形高級コソ

ソレット2枚種,15形豪華コンソール2機種,15形コソソレット

2機種で,さきに発表している19形豪華コソソール2枚種とあわ

せて,合計12の新棟種からなる充実した商品構成によって,需要

の増大と多様化に備えている｡

なお,上記10楼種のうち5枚種とすでに発表している1機種の

計6椀種が,話題のオールチャンネルカラーテレビである｡UHF放

送はU大電力局の第1次および第2次プランが発表され,全国各地

で放送が開始されつつあり,10年後にはテレビ放送の全面的UHF

帯移行が決定した｡したがって,オールチャンネルカラーテレビへ

の需要が急速に高まりつつある｡日立製作所はオールチャ

ソネルカラーテレビの開発面では,業界を大きくリードす

ることができた｡

次に新棟種の内容は19形15形とも共通して言えること

は,デザイソ,取扱楼構,性能の各面にわたって,新開発

技術および研究の成果が盛り込まれ,業界水準を抜くカラ

ーテレビとなったことである｡

まずデザインに関してほ,全体の形状および使用木材,塗

装の吟味はもちろんであるが,コントロールパネル部分を

従来の2倍以上の大きさとし,同時に装飾性を強く出した

スライドコソトロールを採用し,特に19形コソソールでは,

スピーカーグリルに低発泡スチロールを使用した木彫から

くさ模様を配して,市場から絶大な賛辞を送られている｡

取扱機構については,カラー調整がビタリと決まるキド

カラーの新装置｢ビタリコソ+(スライドコントロールと緑

のチューニングアイ)を全面的に採用したことによって,

調整はだれでも簡単で正確にできるようになった｡

性能の面でも,19形で従来のA.R.C.よりも一段と精密な画像を

実現したA.P.S.C.装置,3段切替の新画質調整装置,C･T･C･装置,

ひずみが少なく増幅度の高い高性能新真空管〈6EH7〉のl･F･段へ

の採用,色回路の精密解析による高忠実色採回路の実現など,画質,

色探,明るさ,感度の各面にわたって一段と性能を向上させた｡一

方15形にほ,新しく開発した高性能ハイブリッドシャーシを採用

した｡このシャーシは,回路の7割をトランジスタ化して信板度を

高め,同時に消費電力を従来の6割(日立19形比較)に減らすこと

ができた｡性能はもちろん従来の真空管シャーシと同等以上である

が,特にカラー画質をさらに向上させるた捌こ新開発の色度分離検

波方式,色同期回路に高安定形注入方式を採用し,強力A･C･C･回

路,定電圧回路による安定度の向上など,各所にトラソジスタ使用

の長所を生かしている｡

図8 オールチャンネル19形超豪華

コンソールキドカラー"CN-750CU”

現金正価193,000円
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図9 オールチャンネル

15形コソソールレッド

カラー"CF-560TU'

現金正価138,000円
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■ 日立Lo-Dユニット(ⅢiFiコンポーネント)発売

日立製作所では,かねてから高級HiFiコンポーネントの開発を

進めてきたが,Lo-D(Low-Distortion)ユニ､ソトとして,10月Fi均

こり発売開始する｡

今回発売の製品は,2ウェイスピーカーシステムHS-500(現金

正価65,000円)とプリメインアンプIA一･1200(現金正価98,000汀､,

それに高級部品として削り出しリニアホーンツイーターH-70H(現

金正価24,000円),ギャザードェッヂ使用の20clllウーハーL-200

･r､現金正価13,0()0円)の4機種である｡.

日立製作所では,高級HiFiコンポーネン1､の神髄である,杓理

特性,音の音色,生の音の再現など聴感的な問題にまで深くメスむ

フ､一れて,じゅうぶん試聴検討をつくし,特にひず克特性を重視し可

能な限り低歪(わい)を追求した結果,Low--Distortion(低わい;音〕ニ

ニットの開発く･こ成功した.｡

HS-500スピーカーシステムは,ブックシェルタイブの小形てこ三

あるが,大形スピーカーシステムに見劣りのないシステムである｡

新開発の特殊高分子化合物をエッジおよぴセンタこ〕ンブスパイダに

用いた,20cmギャザートニッジウーハ(し200)とアルミ丸棒から

削り出した,ホーンツイタ〉(H-70H)の組み合わせによる2ウェ

イスピーカーシステムである｡キャビネット形式はダンプドバスン

フタイプ,内容積50J,二F年生周波数帯域40～20,000Hz,クロスオー

バー3,000Hz,入力インピ】ダンス8nとなっている｡

IA-1200プリメインアンプは,シリコントランジスタを56石,ダ

イオード16石使用した準コンプリメンタリSEPP OTL回路であ

H.S儲宕.2..ウ._温〉fスピ㈱舞00システム)

‡A山王2(冶(アンプう

ギやザm主;ェ､アジワ州〆ヽ叩

タ㌫

図10 日立Lo-Dユニット(HiFiコソボネーソト)

るこ メインアンプ部の定格出力は120W(30Wx4)てあり低能率

スピーカーでもじゅうぷんドライブできる｡チャンネルセレクター

ニニュり,/い7-の切換が可能であるから,再生装置のグレードアッ

プに伴いアンプ部の買い換えの必要がなくなる｡またマルチチャネ

ノ,ン用デバイドユニットを組み込むことによって,コソ/くクトなマル

チアンプにもなる｡60W-60Wのフルレンジアンプ,30W-60W-

30Wの3Dアンプなどの使用が可能である｡ダイナミックパワー

160W,ひずみ率は定格出力時0.1%以下,0.5W出力時0.1%以下,

周波数特性は20～50,000Hz,±01dB以内となっている｡

‥‥‥編集後記‥…･

回生ブレーキ付電気車を採用すると,消費電力の節減や空気ナン

ーキの負担軽減に効果がある｡さらにチョッパ式電気串は無接点制
御ができ,制御性能がよく,停止寸前まで容易Fこ回生ブレーキを行

なわせることができ,いっそう有利となる｡

｢直流電鉄のき電系統の計算+では電子計算機を用い,電車の実際

の運行状態を模擬し,その計算方法と結果を詳述している｡

高能率な回生ブレーキが可能な方式として,直流電気串のサイリ

スタチョッパ制御方式が有望視されており,十分参考に資するもの

であろう｡

◎

日立峯珪作所では,昭和39年GE社とガスタービンの共同製作協定

を結び,41年にはすでに,本格的なパッケージ形2軸式6,000kW

ガスタービンを完成している｡以来,あいついで優秀なガスタービ

ンを数々,製rF納入してきたが,このかげにほガスタービンの心臓
部とも言える制御機掛こ,日立独自の研究開発が日夜くり返され

集積されてきた｡

｢ガスターピソの制御装置+では,制御装置の構造,機能および特

長などを述べているこ.

◎

本号は,日立製作所のポンプ研究技術陣の技術成果を,アメリカ･

スネーククリーク第1ポンプ場納口径3,355mm､8,000馬力大形斜

流ポンプの模型試験をはじめ,遠心ポンプの安定特性曲線の研究,

ボイラ給水ポンプおよび化学プラント用プロセスポンプの問題分析

など,数々の技術成果を5編に集録｢ポソプ特集+とした｡

近年,ポンプ効率の向上はもちろん性能曲線へのきびしい要求が

出さjtるなど,ポンプ性能がますます高度化されるときに,時宜を

得た論文集であろう｡

◎

巻頭の一家一言には,九州大学名誉教授佐世保工業高等専門学校

長工学博士 蔦西春二郎氏より,ポンプの研究生活40年を回顧して

いただくとともi･こ,将来は外国有名メーカーの技術に依存すること

なく,独自の技術開発をもって,ポンプ技術の主導力を作り出す

よう説かれた｢ポンプ特集に寄せて+と題する玉稿をいただいた｡
特に,本誌のために寸暇をさいて稿を草されたご好意に対し,厚

くお礼申しあげる次第である｡
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乱丁落丁本ほ発行所にてお取りかえいたします｡

◎1968by HitachiHyoronsba PrintedinJapan

編集兼発行人

発 行 所

印 刷 所

取 次 店

田 中 栄

日 立 評 論 社

東京都千代田区丸の内1丁目4番地

郵便番号100

電話(03)270-2111(大代)
振替口座 東京71824番

株式会社 日 立 印 刷 所

株式会社 オーム社吉信

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地

郵便番号101

電話(03)291-0912
振替口座 東京20018番

広告取扱店 株式会社 目盛通信社 東京都中央区銀座西7丁目3番地 郵便番号104 電話(03)571-5181(代)

-102-




